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ディスプレーの色がにおいの感じ方に及ぼす影響

○牛腸ヒロミ＊高木史恵＊児島愛＊≪勢畑章子＊＊小見山二郎＊＊

(＊聖徳栄養短大**実践女大)

＜目的＞　これまで布、紙、液体の色がにおいの感じ方にどのように影響するかを調べて

来た。これらが“色”の影響であることを確かめるため、今回はディスプレイ上に映し出

した赤～黒の８つの単一色を見ながら、前回と同じように、普通に感じる程度に調整した

12種類の単一の化学成分のにおいを、女子学生に嗅いでもらい、SD法による官能検査を

行なった。結果を主因子法で解析してこれまでの結果を統一的に理解することを試みた。

＜実験＞　透明なガラス瓶に各におい物質の0.01～1％流動パラフィン溶液を20～50μ1

入れ、においの試料とした。標準色試料をデジタルカメラで撮影し、ビデオを経由して、６

台のテレビ上に各ディスプレーの色相と輝度が同じになるように、映し出した。これを見

ながら各色10人のランダムに抽出した女子大生に嗅いでもらい、においの感じ方をSD法

で申告させた。結果を主因子分析法で解析した。

＜結果＞　においの感じ方の第１因子はこれまでと同じように快―不快であった。リモー

ネンの第１因子の得点は快でその大きさは色によらないが、イソ吉草酸は不快でやはりほ

とんど色によらない。第１因子が快であるが色に大きく依存するr－デカラクトンやペリ

ラアルデヒドなどのにおいと、色によって快一不快が逆転するα一ビネンやローズーＰな

どがあり、色が物体色であるか光源色であるかによらず、色のにおいの感じ方に対する影

響の仕方にルールがあることが分かった。第２因子以下についても考察する。

2IVlp-4 髪のカラーリングに対する意識　一女子学生の場合一
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＜目的＞髪のカラーリングは、ここ数年、ごく日常的なおしゃれとして、定着してきてい
る。なかでも若年層において、その傾向が顕著であり、カラフルな色彩のカラーリングの

流行もみられる。そこで女子学生を対象に、髪のカラーリングについて調査し、ファッシ
ョン行動と関連づけながら考察した。

＜方法＞首都圏在住の２０歳前後の女子学生1 5 7名を対象とし、19 9 9年1 1月から
1 2月に調査を実施した。調査内容はカラーリング経験やその動機、さらに予備調査をも
と’に選定した、髪のカラーリングに対する意識1 5項目（5段階評定尺度）、カラーリング
の色の好ましさ（5色、５段階評定尺度）、ファッション行動に対する意識8項目（5段階
評定尺度）、就職活動時における対応、男性のカラーリングに対する意識などである。これ
らのデータは単純集計、因子分析、相関分析などにより解析した。
＜結果＞髪のカラーリングは、経験有りと回答したものが8 9. 2％、５回以上が6 1 .
4％と過半数をしめ、動機については、髪が軽やかにみえるからが7 5％で最も多く、カ
ラーリングしたことのある色は、ナチュラル系ブラウンが８ 0. 7％、ブリーチ（黄色系）

が５0. 0％あり、カラーリングの色の好ましさの結果と同じ傾向を示した。カラーリン
グに対する意識については、（衣服と同様に髪の色も自由に変えてもよいと思う）（服装を
コーディネートする時、髪の色は重要である）などの意識が高く、因子分析の結果からも、

ファッション性、おしゃれ演出などの５因子が抽出された。これらの因子とファッション
行動に対する意識、およびカラーリングの色との間には、有意な相関がみられた。
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